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衣服は外界から身を守る重要な役割をもっと同時に，その着装形態は，時としてそれ以上の
多様な表現をもつものである。
今日の衣服をみると装飾技法は多種にわたる。その変還をたどると， 技法，素材，モチーフ
は衣服形態の移り変わりとともに，社会的背景と密接な係わりをもちながら，様々な展開を経
て変化していった。それは現千了している多くの衣服実物資料からも判断することができる。 ま
た名称を変化しつつも現在の技法の基となるものである。
本稿の目的は19世紀女子服装における装飾技法が，当時の服装形態の上で，どのような状況
でデザイ ンに影響を及ぼしたのかに言及することである。 特にスカー ト裾飾りに焦点をあてて
史的考察を行う。さ らに1820年から1830年の聞にのみ現われた，装飾技法Rouleauxについて
衣服実物資料及び，文献資料から，その技法の特徴，過程を推察する。この時期の装飾技法を
解明することは，現代の衣服を製作する上でも，デザインや縫製過程に何らかの影響を与える
と思われる。
I ドレスにみられる装飾技法
1 . 19世紀初頭の女子服装にみられる装飾の特徴
19世紀初頭の女子服装形態は，古代ギリシアに対する憧景を基調に，前時代 （ロココ期）の
華美で装飾過多な服装と比べて，著しく単純化されたスタイルになる。その背景にはフランス
革命後の自由 ・平等をめざす兆しが服装感に影響を及ぼしたことがうかがえる。それは宮延風
のエレガン卜な服飾刺繍の後退を意味するものである。その一因として素材もシルクからモス
リンに変わっていた事もあげられよう。 しかしその後，数年の聞に直線型でハイ ウエス 卜のシ
＊ 研究で用いた実物資料はヴィク 卜リア・ アンド ・アルパー ト美術館及びピッティ宮衣裳博物館所蔵の
実物作品をさす。
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ルエット （シュミー ズ型ロー プ， またはエンパイア・ スタイルと呼称する）に様々な装飾が加
えられる。エンパイア・スタイルのシルエットを保ちながらも，スカートの裾幅が徐々に広く
なり，それと調和するように袖も大きくなる。 このデザインの変化に伴い，部分的形態への装
飾に華やかさが増してくるようになった。その特徴は，袖，衿，ネックライン，ウエストライ
ン，裾の各部に飾りレース，布袋，リボン，スパングル，アッフリケ，刺繍，パイピングなど
の装飾技法が多用され，デザインの要素として，自由に取り入れられていることである。これ
らの技法は衣服のーケ所だけではなく，例えば，袖， 裾とネックラインを同素材の布袋飾りと
するなど，同じ装飾を，他の部分にも用いて全体のバランスを考えながら調和よく配置する。
また幾種類かの技法を組みあわせて用いる。こうしたことは装飾の多様性，重要性の現れであ
ろう。これらの現象はこの期の女性の服装形態が，直線的なシルエットの筒聖であること，極
端なハイウエス卜であること，従ってバランスをとるために装飾を必要と したことに起因する。
デザイン面から見ると，高いウエストラインから裾にかけて，装飾の方向は縦横に流れ， 分量
も多い。また，素材，色彩，技法の組み合わせも様々な形で取り入れられている。従ってこの
期の衣服形態は，装飾技法に影響を及ぼしたと推測できるであろう。
2.装飾技法
前述のように19世紀初頭（1805年頃から1830年代まで）の衣服形態，「エンパイア・スタイル」
の多様な変化は，衣服を構成する要素の中で装飾技法によるところが大きいと思われる。この
期の装飾には，前後の時代と異なる細部の変化が見られること，スカー卜裾飾りに顕著な特徴
が認められるζ とから，実物資料に基づいてその技法を考察する。
註II
刺繍は， 1806年から1809年にかけてのローブに見られる白糸刺繍に代表される （写真 1）。
写真1 白糸刺繍のドレス 1803年
写真2 宮廷ロープ 1807年
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表地の多くは柔らかい白コッ トンのモスリ ン地で，白木綿糸の刺繍飾りは地味ではあるが，繊
細かっ洗練された気品ある装飾である。主なステッチ技法は，チェーン ステッチ，サテン・ス
テッチとフレンチ・ナッツ技法である。モチーフは写実的な花模様や，規則的な植物のつる，
木の葉模様で，この文様は19世紀初期の特徴である。盛装用のロー ブには曳き裾 （卜レーン）
がつき，刺繍は主に裾まわりの縁飾りに多く見られ，王政復古による豪華な貴族調の再来を思
わせる（写真2）。さらに1820年から1830年代になると，エアロファンやチュ ルー， サテン地
に色絹糸，シュニール糸，銀糸で，金属調の刺繍で華麗さを極めた。
1808年頃から，スカー卜丈は徐々に短かくなり，1810年にはくるぶしの上まで短かくなる。
ウエストラインはかなり高い位置となり，服装史上からみても，特異と思われる円筒形のシル
エッ卜に，フリル，アップリケ，髪飾りなどで加飾されている。これらの装飾技法は軽快でリ
ズミカルな効果を現わしている。
フリルは，スクウェアや，U字型の衿明きに衿飾りとしてつけたり，またスカー トの裾飾
りとして複数の異なった位置と分量で用いられるなど，デザイ ンの創意工夫が見られる。カラ一
部分におけるフ リル技法の特徴は，1800～1825年のひだ衿に見られる。ここでは3段の幅の異
なったフリルをつける技法である （写真 3）。1820年の ドレスのカラ一部分は，カラー幅の中
央裏側に細いループを通してギャザ をーよせる技法が用いられている（図1）。フリルの技法
も次第に複雑化してきたのである。
19世紀初期の特色を示す袖に，マムリュク袖と呼称される形態がある。これは袖全体を リボ
ンで 7-8段にわけで，各々 にふく らみをもたせる技法である。リボンはこの期の重要な素材
として用いられていた（写真 3）。 1814年の ドレスには袖と身頃との境目にリボン結びを用い
写真3 白モスリ ンの ドレス 1817年
図1 フリルの技法
100 泉山：19世紀初頭のドレスにみられる装飾技法について
写真4 ディドレス 1825年 写真5 ディ ドレス 1819年
たり，刺繍をしたリボンテーフが裾飾りとして流行したと記されている。このようにリボンの
使用は，機能性と装飾性を兼ね備えた技法といえる。
刺繍が衣服の上で平面的な装飾であるとすれば，リボン，フリル， アップリケ，布髪飾りは
立体的な装飾である。
この期の特色であるアッフリケは，中に綿などを詰めて，より効果的な立体感を現わすもの
である。衣服の全体の調和をはかりながら，アッフリケの立体的な技法は柔らかな美しい陰影
を見せている（写真4）。モチー フは葉模葉が多く，葉を交互に並べるなど創意工夫が見られ，
技術的な難度も高い。
3.スカー卜裾の装飾
この時期の服装において，ハイウエス卜という最も特徴ある形態から，装飾は腕の上部と，
スカー 卜の裾飾りに集中している。その装飾は，技法により変化はあっても，形態に大きな影
響は見られない。つま り同一モチーフを袖と裾に分散して，衣服形態と装飾のデザインとの調
和をはかっている。写真5の袖と裾部分の puffingは，やや誇張はされているものの，その一
例である。しかし1820年代の終わり頃から裾飾りは独自の変化を見せる。裾の装飾部分が幅広
くなり，伺種類かの技法をとり入れて，次第に装飾自体が華やかになった。その理由は，この
時期の素材がモスリン，ゴースや柔らかい絹のため，スカー卜の裾を安定させる「重り」の意
昧で裾飾りが不可決だったためと推測される。 特に1825年頃から1830年にかけて，裾に飾りを
つけるのは大流行であった。綿やコードなどの詰物を施したへムや（図2参照），金銀糸によ
る刺繍飾り，何段もの布袋飾りなど，重りの機能としての装飾技法が多いことは「重り」であっ
て，しかもこの期の縫製技術の水準の高さを示す
ものである。
19世紀初期のスカー ト裾飾りの技法は，ピン
タック，布袋飾り，フリル，ルーロ一，フリンジ，
パッフィング，スカラップ，パイピング，刺繍な
ど多種にわたる（図3参照） 。1920年代後半のス
カー卜裾のト リミングの5要素は，1.へムには
jレー ローがつく， 2.深い幅の布袋飾り，3.葉
飾り，スカラップ状の花づな飾り， 4.幅広のパッ
フィング， 5.ヴアンダイク風のフリルである。
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図2 1825年頃のスカートにみられる詰物を
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前述のようにスカー卜は1820年代に入ると裾幅が広くなり，丈もく るぶし丈まで短かく なり，
接ぎスカー卜の形態となる。全体的なモチーフの中で裾の装飾部分は，軽い素材にスカートの
シルエッ トを保つために重りとしての機能面と，デザイン要素と して装飾面の両面にわたって
流行した。1810年一1820年代の実物資料には装飾部分に当時の技量をうかがわせるものがある。
写真6は1823年の宮庭ドレスの裾の部分である。白サテン地に金泊をまいた金糸のみで刺繍
され，刺す箇所によってステッチの種類，糸の本数が異なりスパングルもつけられた豪華な手
刺繍である。 ヘム部分は太い金糸の束をコーチング・ステッチで平たく刺しであること，裏部
分には詰物があると考えられ，これにはシルエッ卜を保つための重さの効果があると思われる。
写真7は，1823年の ドレス裾の部分である。表地は細かな葉状の地模様があるピンクの絹を
用い，裾の装飾部分は異素材のサテン地を用いている。 幅の広いスカラップ形のアップリケは，
外郭に細い紐状のサテン地がト リミ ングとしてつけられ，縫製技法面での難度を示すものであ
る。ヘム部分には，ル ローーという綿をつめたト リミングが施され，飾りであるとともに重さ
の補強と考えられる。
写真6 宮廷ドレス裾部分 1823年 写真7 ドレス裾部分 1823年
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図3 1820年～1830年代にみられるスカー トの裾飾り
ルー ロー
ルー ロー
その他， 1821年のファッション・プレート に見ら
れるドレス裾部分は，puffing技法で，布にギャザー
をよせてふく らませる手法である。上部のルーロ一，
下部のプリー ツをとった髪飾りと組みあわされた
puffingは，豪華な裾飾りを形成している（写真8）。
4.装飾技法Rouleaux
1810年～1820年代にかけてスカー ト裾飾りの全体
を見ると，この期の装飾技法，Rouleaux（ルーロー）
の技法が多く見られることが判った。この技法は，
この期特有の装飾技法と推測されよう。
Roule auxは，1810年代初頭に現われ，以後20年
余りにわたって好んで用いられた装飾技法である。
縫製方法は，布地を通常バイヤス地に裁断し， 管状
に折って縫い合わせたものである。この技法はこの
期のスカートのへム部分に， 装飾として多く使われ，
綿やコー ドなどの詰物をしているのが特徴である。
パイピング技法と類似しているが，大きく異なるの
は，パイピングが1820年代に主に縫い目を補強する
ために用いられた技法であるのに対し，ルーローの
多くは装飾面での技法である。素材はスカー ト裾部
分には，表布と同布か，サテンを用いることが多い
が，1820年代には，2-3本のルーローがつけられ
るなど，装飾の多用を裏づけるものがある （図4参
照）。また， 1822年には平らな筒状のルーローや，
2本のルーローをひねった形 （twisted rouleaux) 
サテン地
による紐
? 『．?? 『．．?，???，????????、、
写真8 ディ ドレス 1821年
；，－..・－‘ 
も登場し，ルーローの装飾性が増してきた。写真9の実物資
料裾部分をみると，twistedrouleauxの詰物には綿が使用さ
れ，ルーローの表素材にはサテンが用いられていたことが明
らかである。
ヴィク卜リア・アンド・アルパート美術館， 及びピッティ
宮衣裳博物館所蔵の，19世紀初頭の実物資料から，
rouleauxを中心に技法の考察を試みよう。
。実物資料A イブニングドレス 1817年～1818年 イギリ
ス （写真10・11)
素材：刺繍は手製で黒，ネッ トは機械製である。中のアンダー
ドレスは白のサテン地を使用している。
形態 ：ハイウエストの部分は前にふくらみをもたせている。
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図4 ル ローー
ゴアー ド・スカー 卜の後スカー トは幅の広い布でギャザーを多くよせているが，前ス
カートのギャザーは少ない。
装飾 ：1.へムには黒のサテン地で詰物をしたルーローを波状に配置し，同布のサテン地とゴー
写真9 twisted rouleaux 写真10 実物資料A
1817年～1818年
写真1 実物資料A 裾のルーロー
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ス地でソてラ飾りをつけている。
2.黒サテン地の肩の飾りは針金でとめている。
3.袖口，衿元には，幅のせまいゴース地のフリルがつけられている。
。実物資料B イブニングドレス 1823年～1824年 イギリス又はフランス製（写真12・13)
素材：表布はローズピンクのサテン地で飾り布も同布を用い，フランス製の絹手編レースを前
の衿元の装飾に使っている。
形態 ：極端に高い位置のウエスト及びパフスリーブ， 大きくあいた四角い衿元は，この期の特
徴である。スカー卜は後中央で、ギャザーが大きくとってあり，両脇に三角形のまちがつ
写真12 実物資料B 1823年一1824年 写真14 実物資料C 1824年
写真13 実物資料B 裾のルーロー 写真15 実物資料C 袖のルー ロー
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き，裾にかけてフレアーとなるデザインである。スカートの後部に縫い目の跡があり，
ポケットの線があることから，この部分の布は再利用であることを示している。
装飾 ：高いウエス 卜の位置からスカ 卜ー を縦に走る rouleauxは， 1823年の“AlgemeineMod-
enzeitung”というヨーロ ッパのファッション雑誌にも掲載され，一時流行したと考えら
れる。また同素材のパラや，葉模様が交互につけられた飾りは，この期の典型的な装飾
である。
。実物資料C イブニングドレス 1824年 イタ リア製 （写真14・15)
素材：白絹チュー ルには金銀ラメの刺繍がつけられている。アンダードレスは，自のタフタを
｛吏用している。
形態：ハイウエストの身頃には4本のダーツをと り，後部をゆったりとったスカー卜は，徐々
にフレアーとなり，ヘムはサテンのrouleauxで縁どりされている。
装飾 ：1.パフスリーブの袖の端から端には，細い2本のサテンのルーローを飾り，袖の中央
部で金ラメの花が飾られている。
2.スカート裾部分の刺繍は花をモチーフにした，金ラメの手刺繍である。
この衣装は，素材，形態，装飾から見て花嫁衣裳であったとの記録を肯定できる優れた
作品である。おそらく，フランス人の高名な位立て師がイタリアに招かれ，縫製に携っ
たものと推定することができる。
E ま と め
19世紀初頭の女子服装形態から，この時期の装飾の発展過程と，スカ 卜ー裾飾り，及び
rouleauxについて，実物資料に基づき考察した結果をまとめると次の通りである。
1 ) 19世紀初頭女子服装は，前時代のロココ期の装飾過多な絹のドレスに代わり，モスリン
などを主体とする，簡素化されたシュミーズ型のローブとなる。 しかし1820年代には，様 な々
装飾技法が加えられ，その技法は大きく独自の発展をみせたと考えられる。
2）この時期の装飾技法が華やかになったのは，衣服形態が極端なハイウエス トであること，
スカー 卜丈がくるぶし丈まで短かくなったことが要因と考えられる。
3）特にスカー卜裾飾りは，1820年代後半から，装飾が複雑化し，ヘム部分には詰め物が加
えられるようになる。これは素材が軽くなったために，スカー 卜のシルエッ トを保つよう，必
要な重みとも考えられる。
4 ) 1920年代のみに現われた装飾技法rouleauは，主にサテン地で中に綿が詰められ， その
位置，分量はこの時期の衣服デザイ ンの重要な要素であったと推察することができる。
rouleauxの技法再現については，今後の研究課題に委ねたい。
最後に本年限りでご退職なさる筒井京子教授に， 多くのご助言を賜ったことを，深く感謝申
し上げます。
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